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１ 検索ボックス
検索ワードを入力

2 絞り込みフィルタ*
利用頻度の高いフィルタか
らすぐに絞り込みが可能

3 AI支援検索
日常的に使う自然な文章や
質問形式の言葉を入力し、
適切な文献を検索可能

4  調査ツール
出版物（図書館で契約して
いる電子ジャーナルや電子
書籍の検索）や使い方サ
ポートページへのリンクを
表示

5 Links
NULinkや大学･図書館ホー
ムページへのリンクを表示

6 詳細検索
詳細検索画面に切替

7  検索ボックス
検索ワードを入力

8  フィールドの選択
検索対象となるフィールド
を選択

9   検索ワードの追加
 演算子「AND/OR/NOT」
を使用した検索ワードの
追加可能

10 検索条件の追加*
  [フィルタ]：絞込み項目を
  追加

  [検索オプション]：検索
  モードや拡張機能を選択
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【基本検索画面】
１つの検索ボックスにキーワードなどを入力

【詳細検索画面】
複数の検索ボックスや詳細なフィルタが使用可能

機関アカウント認証
（ログイン）
ログインすると、図書館
で契約している資料への
アクセス可能

１. 検索画面（基本検索/詳細検索）
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言語の変更
   アイコンをクリックし、

一覧から言語選択
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＊[電子のみ]などのリソース種別を複数選択すると、AND検索として反映



１ 絞り込みフィルタ（※）
・アクティブなフィルタが選択
（検索時に使用したフィルタ）
[例].電子のみ、記事全文も検索等

２ 関連度/並び順変更

３ プラカードエリア（※）

４ 保存/共有 (ログイン時のみ）
⇒ p. 3

５ アクセスオプション
⇒ p. 3

６ 類似の論文・記事
⇒ p. 3

検索結果画面左側の絞込みフィルタ
で、以下の条件も再追加・変更可能

・出版日
・収録元
・ソースタイプ
・サブジェクト
・サブジェクト（大見出し）
・出版物
・出版社
・言語
・地理的条件
・コレクション

★アクティブなフィルタも変更
可能（追加項目は、AND検索）
[例].本文の読める電子資料のみ

★条件を選択後に、[適用]をクリック
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※ 絞り込みフィルタの再設定

※ プラカードエリア
（該当するものがある場合のみ表示）

２. 検索結果画面
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この出版物内を検索
該当の雑誌の収録巻号を閲覧したり、
誌内の再検索が可能

 Research Starter（英語の辞典）
50,000以上の学術トピックに関する
用語の定義・研究方法・推奨文献な
どの情報等を表示

JapanKnowledge(日本語の辞典）
日本大百科全書、現代用語の基礎知
識・imidas等、多数の辞書・事典の
検索結果を表示
※機構アカウントでログイン時のみ

検索条件に合った文献情報の一覧が表示（※初期設定は主題の関連度順）



１ アクセスオプション
   ・[入手方法Availability]：

NULink等の入手方法
・[OPACを確認する」:

 OPACでの所蔵検索が可能
・資料全文への各種リンク表示

２ Scopus®での引用数
 Scopusでの引用数へのリンク

３ 類似の論文・記事タブ
表示中の資料と関連度の高い
資料情報を表示

４ 出版物の内容
 掲載誌の同じ号に収録されている
記事一覧

５ ツールアイコン（※）
 各種機能を表示

検索結果一覧の各資料のタイトルをクリックして、詳細情報画面へ
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３. 各資料の詳細情報画面
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５

著者名のリンク
著者名をクリックすると、当該著
者の収録されている全資料が表示

★著者名の他にも、[詳細]で下部に…が
付いている箇所は、リンクあり

※ツールアイコンの機能
各アイコンをクリックして、保存・引用・プロジェクトに追加・共有・ダウンロードが可能

[例]. Ambio

B C

保存
アイコンをクリックして、文献ごとに保存
※機構アカウント認証でログインした場合は、次回以降のセッションでも保存した内容を反映

プロジェクトに追加
プロジェクトごとに、分類した形式で文献を保存
※機構アカウント認証でログイン後に利用可能（⇒ p. 5）



４. 検索結果の保存・アラート設定
[検索結果画面]
検索条件等の保存や、検索履歴に関連する情報更新があった場合のメール
通知設定が可能
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A 検索を保存
検索式やアクティブなフィルタなどの検索条件を保存
※ 機構アカウント認証でログインした場合は、次回以降
のセッションでも保存した内容を反映

アラートの作成
入力した検索履歴に関連した情報更新があった場合に
指定のメールアドレスにメール通知
※ MyEBSCO（⇒ p. ５）へのサインインが必要

アラート名
各自で自由にキーワード変更可能

頻度
日次･週次・月次から選択

メールアドレス
通知メールを受け取るメールアドレス名を入力
※初回のみ（2回目以降は入力不要）

アラートの作成
アラート条件を入力後に、クリックしてアラート作成
※初回のみ（アラートの変更は、MyEBSCO（⇒ p. ６）
にて編集）
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※アラート設定は、作成から1年間有効
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５. 契約コンテンツのアクセス制限解除
「機構アカウント認証」を行うと、学内限定のコンテンツにもアクセス可能

検索画面上部に表示
クリックすると機構アカウント認証画面へ
機構アカウント認証画面（自動表示）
ログイン後は、検索画面の右上に[MyEBSCO]が表示

機構アカウント認証に関するご質問は 機構アカウントヘルプセンターへ
お問い合わせください。

https://thersac.icts.thers.ac.jp/hc/

その他ご不明な点は、図書館までお問い合わせください。
https://www.nul.nagoya-u.ac.jp/inq/

６. MyEBSCOへのサインイン
保存情報を維持するアラート設定等の利用時は、MyEBSCOにサインイン

1 機構アカウント認証
右上にMyEBSCOが表示されていない場合、
上部バーの「ログインすると制限なくご利用
いただけます」のメッセージをクリックして、
機構アカウントで認証してください。

２ MyEBSCOをクリック
画面右上に表示されているMyEBSCOを
クリックします。

３ MyEBSCOにサインイン

３

２
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７. 機関ログアウト（※機構アカウント認証時は推奨）
利用終了時には、機関ログアウトをクリックして終了

※機構アカウント認証を行っていない場合は、ブラウザを閉じるのみでも可能

８. その他（ MyEBSCO ）

MyEBSCOアカウント
MyEBSCOにログインすると、
アカウント名（■の箇所）が
右上に表示

アラート
設定したアラートの確認や編集
が可能

学術誌アラート・検索アラート
[アラート]をクリック後に、学術誌
アラート・検索アラートのタブを選択

アラートを編集
右側の…リーダーをクリックし、
[アラートを編集]から頻度やアラート名
などを変更可能

[アラート詳細画面]
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